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次世代遠隔教育・e－Learningに関する研究・開発

　　　　　　総合情報センター教授田村武志

　平成17年4，月，大阪府立3大学が統合・再編され，新生大阪府立大学が誕生する．同時に総合階報セン

ターは学術清報センターになり，大学の情報基盤を支える新しい組織に生まれ変わる．

今までに，総合晴報センターでは，次世代遠隔教育・e－Leam㎞gに関する研究，大規模で複雑iな情報通

信ネットワークの運用管理手法に関する研究およびビデオ映像シーンの自然言語への変換に関する研究

など，センター所属教員により精力的に研究・開発に取り組んできた．

本稿では，これを機に，とくに次世代遠隔教育・e－Le㎜ingに関する研究を取り上げ，今までの取り組み

と成果についてまとめたのでその概略を紹介する．

1．はじめに

　最近の情報ネットワークによる遠隔教育の進展は目覚しく，高速IPネットワークや，衛星通信（VSAT），I

SDNによる同期・リアルタイム型システムによる遠隔講義や，インターネットとWebサーバを利用した非同

期（蓄積）型システム（WBT：Web　Based　Tr副ning）による遠隔学習が盛んに行われている．しかし，いずれ

の場合も，どちらかといえば，インターネットなどのネットワークインフラに焦点が向けられ，高品質な教材コ

ンテンツの高度化に関する研究や実践事例が少ない．我々は，もっとわかりやすい，感性豊かな，そして

ユーザ指向型の教材コンテンツを，IPネットワーク上に如何に展開するかといった課題に焦点を当てて研

究・開発を実施してきた．

2．研究の全体像

　研究では，①学習者に対し，快適な学習環境を提供すること，②講師に対しては，教材開発作業の効率

化と軽減そして，③ネットワークインフラについては，教育・学習環境の統合化と高度化，の3つに焦点を

しぼり研究を行ってきた．そして，最終的には，近未来の「ユビキタスネットワーク社会」を視野に入れ，す

べての教育・学習機能を統合化したストレスのない快適な次世代教育・学習ネットワークシステムを構築す

ることを目指してきた（図）．

図各論文の相互関係と研究ポイソト
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■　学習者への快適学習環境の提供

　1．ユーザ指向型電子教科書の開発

　H．感性情報を重視した教材コンテンツ作成システムの開発

　皿．低コストブロードバンドVSATによる双方向型遠隔講義システムの構築実験

■　教材開発作業の効率化と講師の作業の軽減

　IV．教材コンテンツ自動生成システムの開発

　V．音声認識による遠隔講義操作支援システムの開発

■　教育・学習環境の統合化と高度化

　VI．　IPネットワークによる同期・非同期統合環境の構築と実証実験

　W．ADSLによる社会人教育

V皿．ITを英語で学ぶ「English％r　IT」コースの実践的研究

1．ユーザ指向型電子教科書の開発

1．概要
XMLにより，学習者個人のニーズに対応できる電子教科書システムを開発した．このシステムは，利用

（学習）者の要求に応じて教科書データベースの中から知識を組み合わせ，知識を再構成して利用者に提

示するシステムである．また，講師（著者）と利用者がネットワーク上でインタラクティブに質疑応答を行うこ

とができるコミュニケーション型の教科書である．この質疑応答の結果を統計分析して，教科書の問題点を

明確にし，修正すべき箇所を指摘するシステムである．本システムは，フィードバック機能により教材コンテ

ンツの高度化を図るという新しい概念の電子教科書である，

2．システムの構成

システムの全体構成を図1・1に示す．図に見るように，本システムは，教科書データベース，質疑応答デ

ータベース，ノート追記データベースおよび教科書データの入力を支援するオーサリングツールから構成

される．

Aさんの教科書
　（印刷）

囎
Wbサーバ

　　教科書

図1－1システムの構成

講師（作成者）
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図1－2教科書の表示例

3．システムの機能

本システムは，①個人別教科書機能，②教科書配信機能，③質疑応答機能，④ノート追記機能，⑤教科

書の改訂機能，⑥ユーザ管理機能，⑦教科書管理機能，⑧専門用語の回答・分類機能，⑨教科書データ

作成機能から構成されている．これらの機能は，互換性，汎用性を高めるためにXMLで記述されている．

（1）個人別教科書機能

　個人別教科書機能は，章，節および図表などで構成される教科書をXMLで記述し，教科書データベー

スに蓄積する．個人別教科書機能にはユーザインタフェースとして次のような機能がある♂
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■教科書の目次を表示する．

■教科書のすべての文および図表など，全文を表示する（図1・2）．

■必要な章，項のみを選択して表示する．

■教科書の各章の概要やポイントだけを表示する．これは，学習者が，とりあえず速く概要を知りたい，と

　　いう時に便利である．

■教科書の図と表だけを高速表示する．

■キーワードを入力するとその内容だけを提示する（キーワード検索）．

（2）孝虻泰斗書典己イ言塗込旨

■ユーザ識別機能

　学習者が入力したユーザーDとパスワードによって学習者の認証を行い，ユーザを一意に翻1」する．

■ログイン画面，メニュー画面およびコレクション画面など，ユーザが必要とする画面の表示をする．

■教科書閲覧画面

　学習者ノートボタン，講師ノートボタン，質問ボタンがあり，それぞれクリックすると各アプリケーションが起

　動ずる．

（3）質疑応答機能

　①質問入力アプリケーション，②回答入力アプリケーション，③質疑管理アプリケーションの3つのアプリ

ケーションから構成される．

（4）ユーザ管理機能

利用者の管理を行う機能で，管理者は，ユーザ晴報ファイルのSQLデータベースファイルを直接操作し，

ユーザの氏名を一覧表示させたり，ユーザ名の追加，編集，削除をすることができる．

（5）教科書管理機能

教科書の管理を行う機能で，既に登録済みの教科書の一覧表を表示させ，新規登録や再登録および削

除をすることができる．

（6）専門用語回答・分類機能

講師は，専門用語に関する質問内容をカテゴリー別に整理・分類し，質問要因を分析し，結果を登録した

り，統計処理することができる．分析の結果，教科書の追加・修正を行う．

4．システムの運用と特徴

　本システムは，Webサーバ上に構築している．．それにより利用者はインターネット経由で利用できる．利

用者からみた利用方法は次のようになる．

■講師（教科書作成者）は，オーサリングツールを使って‘Wbrd‘イメージで教科書データを入力する．層

　　データは自動的にXML化され，教科書データベースに蓄積される．

■学習者は，ID，パスワードにより認証を受けたあと，自分の学習目的を入力する．例えば，「概要だけ

　　を知りたい」とか，「ある内容だけを知りたい」というように，自分のニーズ（要求）を入力する．

■システムはその要求に応じて，知識を再（編成）構成して，学習者に提示する．

■学習者は教科書に従って，学習する．

■学習者は，学習の途中で質問があれば，講師に質問することができる．

■講師は，いろいろな学習者からの質問に回答する．

■各学習者からの質問内容は，カテゴリー別に蓄積される，講師は，単に質問に答えるだけでなく，質問

　　内容を分析して，その結果をデータベースに蓄積する．これは，次回どこを，どのように修正すべきか，

　　修正ポイントを把握するために行う．

■さらに，講師と学習者がノートにメモ書きすることができる．

5．まとめ

　書店に並ぶ本は，専門領域が同じ教科書や参考書でも，理解しやすい教科書，良い教科書，あるいは，

わかりにくい教科書，難解な教科書など，いろいろなタイプがある．購入者はその中から最適なものを選ん

で購入する．しかし，かならずしも個別のニーズに対応しているわけではない．本システムは個人の学習ニ

ーズやレベルに合った「オンデマンド型教科書」である．本システムは．オンデマンド機能だけでなく，講師
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と学習者がインタラクティブに質疑応答をするプロセスから，闇題点を見つけて，教科書を修正し，さらにパ

轡ジ藷ンアップするというフィードバック機能をもっている。このシステムは，個人にスポットを当てたユビキダ

スネットワーク時代の第3世代継e鍵㎡ngともいえる．

翼．感性情報を重視した教材コンテンツ作成システムの開発

1．概要
　遠隔講義では，単に講師の講義映縁をそのまま伝送してもあまり意味がない．たとえば，講師の黒板文

字や講師が作成したPowerPoi撲資料上にリアルタイムにポインティングしたり，強調のためのアンダーライ

ンを引いたりしてマルチメディアを駆使した講義を行うことが重要である．すなわち，感1生情報を表現し，伝

送することが重要である，本研究では恥werPOi就上に自由に手書き文宇入力ができる教材作成支援シス

テムを開発した、

譲．シス拳ムの構成

　本システム（Semin鍵NOw）は，教材作成支援ソフトおよび教材をインストールしたパソ灘ン本体，マイクおよ

びカメラで構成される、また，ソフトウエアは，ファイルの読み込み，保存1映像・静止画ファイルの設定．再

生エンジン設定などを行う灘ンテンツ管理モジュール，ビデオ入力・保存，再生∴時停止・停止などを行う

ビデオ管理モジ訟讐ル，％wer％雛変換HTML変換，切り替え時欄設定，タイトル設定などを行う静止画像管理

モジュール，録画，再生，櫓示選択，スライド変更などを行う指示動作管理モジュールから構成される（図蹴

一1），
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物狂擁ソフトウエア構成

3．システムの機能と運用、

教材作成支援ソフトウエアは，映像と並行してPowerPo厩資料上にアニメーシ譲ンで指示動作などを表示

する囎丁教材作成用のアプリケ瞬シ灘ンソフトである．講師は，講義しながらリアルタイムに指差しやアンダ

ーラインなどの指示動作をする・また，リアルタイムでなくても，映像ファイル（AVI）≧背景となる静止画ファイ

ル（PowerPo餓，　HTML，離など）があれば，講義後，編集作業によって，指差しやアンダーラインなどの指

示動作を挿入し，感瞳豊かな教材を作成することができる．

4．まとめ

本支援ソフトは，講師の映像とともに，講師が静止押上にポインティングしたり，手書き文掌で強調したり，
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アンダーラインを引くことができる．WBTでは，単に大量の知識情報を伝達するだけでなく，感性情報を的

確に表現し，伝送できなければならない．本支援システムにより宿払情報伝送が簡単にできるようになった．

本システムの開発は，（株）デジタルナレッジとの共同研究によるものである，

孤．低調ストブ瓜一ドバンドVSA↑による双方向型遠隔講義システムめ構築実験

1．概要
　現在使われている超小型衛星通信用地球局（VSAT：Ve｝y　Sma韮Aperture　Te㎜i副〉は価格が約6千万円

程度で非常に高価であり，設置工事も大掛かりで，運用コストも高く，手軽に遠隔教育システムを構築し利用

するというわけにはいかない．我々は，設備謙ストが約1／20という低灘ストのVSAT局を設置し，それにビデ

オ会議システムと大型の情鞭提示装置を接続して，次世代対応型の低灘スト遠隔講義システムを構築した

このシステムを利用して遠隔講義の試行実験を行った．

2．粟験の圏的

　一般に衛星通信の場合，1ポップ（上り下り：240msec×2麗）48伽secの遅延（ディレイ）が生じる．　VSATの

場合，Bub局を経由する通信では12ポップになり，ディレイは2倍（2401nsec×2×2篇960msec）になる．こ

の衛星遅延をどう克服するか，大きな課題である．

　今回の実験の目的は，①低灘スト双方向型ブロードバンドVSATにより遠隔講義モデルを構築すること，

②960醐ecの衛星遅延が遠隔講義に与える影響を調査するこど③低瓜ストVSATと音声・画像圧縮装置，

高精細な情報提示システムを組み合わせ，最適な遠隔教育システムを構築すること，④実験を主体とした

遠隔講義を実施すること，である．

3．実験システムの構成

　双方向型ブロードバンドVSATによる遠隔講義モデルシステムの構成を図雛畦に示す．

趨小型触球織によ晶晶禽加力向型

携憶代達隅講藩・鍵験システム構斌

掬b麗

藻麟

↑㈱鹸縢譲

窒co．

　　ら

量　　Ch臼n臓ei納aster　　　竿yPeI2壌
　　　1，慧mΦ

謙　鋤」C＄Aマ

　　　薮）OW議しink

　　　　2続bPS
　　　（38昧bp＄）

UpL鰍
t5鋪b筒s
（38轟爽bぎ）s＞

弐販癬繊変掌

図欽命実験システムの構成

一般にVSATシステムは，複数のVSAT地球局（子局）と，それを制御する一つのVSAT制御局（親局：

H曲局）から構成される，子局は，直径！．2m程度の小型パラボラアンテナ（ODU：Outのoor　Uni毛屋外装置），

IDU（1距DoOr嚇も：屋内装置）から構成される。通信形態としては，親局が複数の子局に対して一斉岡報通

信を行う場合と，親局を経由して子局同士が映像，音声，データ等の縮互通信を行う場合がある．

　今回の実験は，後者の形態で，東京池袋のHubを経由して，浅草（TτC：テルマン噸ミュニケーシ欝ン）と

大阪（大阪府立大学総合情報センター）が映縁，音声，データによる相互通信を行う伝送方式で実施した．

府大側では，総合時報センター屋上にVSAT局を設置した。　VSATの使用周波数帯は，　Ku－Band，占有帯
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域幅は，2！KBz／42K｝｛zである。1Pネットワーク上での双方向平均伝送速度は384Kbpsである．

東京，大阪それぞれの子局では，IDUにHubを接続し，　LANを構成した．　LAN上には，頴一ディック

（CODEC）内蔵のビデオ会議システムや提示装置を設置した．府大側の教室では，講師像とPowerPointに

よる資料が同時に表示できる2爾面同時受信方式とした，

4．実験方法

　講義は，東京側の講師がパワーポイントとLAN実習装置を使いながら，実習指鯨を行った、講義は，最

初にドLANの技術」と題し，　VLANの構築方法について，説明が行われた．その後LAN機器の接続実験

および確認試験などが行われ，最後に，講師と受講者間で質疑応答が行われた．

5．まとめ

衛星遅延について，遠隔講義実験に参加した受講者（5名）に意見を聞いたが，ほとんど気にならない，と

いう意見であった．VSATによる遠隔講義では，講師と受講者があらかじめ遅延があることを意識し，質疑

応答を行えば，講義にそれほど大きな影響は与えないことが確認できた．

　また，一般に遠隔教育は，嘆験には不向き，という意見がある．今回の実験では，ヂ講義十実習」という

組合わせで実施したが，実験にも十分に対応できることが実証できた．

　また今後，光ファイバー網が整備されるとVSATは不要との議論もある。しかし，光ファイバー網が全世界

すべての地域をカバーするまでには相当の時間が必要である．一労，最近では直径7◎c盤程度のアンテナ

でM閉G！相当の双方向型ブロードバンド通信ができる，さらに港門ストなVSATも利用可能になりつつある．

特に開発途上国への遠隔講義支援を考えると，低目ストのVSATは必須要件となる．本研究は（株）テレマ

ン灘ミュエケーシ遡ンとの共同実験によるものである．

W．教材隠ン予ンッ露動生成システムに関する研究

1．概要
従来，WBT教材を作成する場合には，動画とPOwerPo雛を岡期させる特別な編集ソフトが必要であった．

また，その操作には多大の労力と時間が必要であった．本研究では，＄M鷺（S醐ect　Matte磁xp磁）である

講義者とシステムが，うまく連携し，動画とPowerPo溢を自動的に同期させ，講義終了後にはWBT教材が自

動生成できるというWBT教材作成支援システムを開発した．

詮．シス予ムの構成

教材作成支援システム（EZプレゼンテーター）は，オーサリングソフトをインストールしたノートPC，灘ンポ

ジットビデオ入力USBアダプタ（キャプチャユエット），CCDカメラ，マイク，モニ汐などから構成される，機器

の接続状況を図W磯に示す．

　　　糠ct耀ar

鰻crの擁◎騰

驚瀬高

納。轟粍◎r E（短ζ謙IO陥l　server

勲V一膣ハードウェア構成および機器の接続方法

本システムのソフトウエアは，大きく，灘ンテンツ作成時に各種設定を行う「砿プレゼンテー全一設定」と，

講演や講義を撮影する際に使用す都翫プレゼンチータ雪起勤の2つのアプリケーシ登ンソフトから構成さ

れる．本システムのソフトウエアモジュールを図欝一2に示す．ソフトウエアモジュールは，ビデオエン諏一ダ，
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オーディオエン瓜一ダ，PowerPointエン識一ダおよびタイムライン等から構成される．ソフトウエアの主な機

能は，①ビットレートの選択，②出力先メインディレクトリ作成③PowerPol賊スライド保存機倉旨，④タイトル，

アニメーシ濟ン，謙ンテンツデザインおよび表紙デザイン作成，⑤文字色やスタイル作成等である．

轟　∠糠触脚〔廻璽

匪　欝　潤　一
… 購甥レゼン學一ター

W熱δow8購e毒aFo灘at　　　　　　　　彗if、jpegなど

@　〔映像・書鋤　　　　　　　　（静止画
タイミング

墨
欝臓麹購

墨
難縦犠

　　　　　思

図W噸ソフトウ諜アモジュールの構成

3、システムの選書と特徴

講義者は，先ずあらか◎めPOwerPO雛でプレゼンテーシ訟ン資料を作成し，ノートPCにインストールして

おく．講義者は，これを使ってプレゼンテーシ繊ンする，講師の映像は，逐次ノートPCに蓄積される．講義

終了時には講師の映像とPowerPoi漉が同期した教材瓢ンテンツが生成されるので，これをサーバにアップ

ロードすればすぐに利用できる本システムの肝脳をまとめると次のようになる

◎講義終了時にはWBT教材が自動生成でき，人手がほとんどかからない．

⑦特にSMLやHτML，　JAVAといった書語の知識は必要としない．

◎PHSデータ通信からイントラネット，　CD職OMまで，配信形態や用途に応じてビデオクオリティを選択す

　　ることができる。

◎生成された教材は，1㈱met　Explorerで再生できる．

●　目次が自動生成されるので，任意の章にジャンプすることができる．

◎作成したWBT教材は簡単にVQDサーバに登録できる。

4．塞とめ

本システムは，講義と併用して使い，講義終了時には，一定レベルのマルチメディア教材が完成するとい

う教材作成支援システムである．大学等の高等教育機関では，旨々，キャンパス内で教育活勤が行われて

いる。本システムは，教員が目常の教授活動の中で手軽に利用できるので，有用な教材灘ンテンツを多数

生成し，蓄積して，VOD（Vldeo　OれDema資d）サービスをすることがで回る．本システムの開発は，（株）アイ・

ピー・イーとの共同研究によるものである。

V，鼻声認識による遠隔講義操作支援システムに関する研究

1．概要
遠隔講義では，単に講師の講義映像だけを遠隔地の受講者に一方通行的に伝送してもあまり効果は期待

できない．講師は灘ミュニケーシ碧ン型のダイナミックな講義を展開することが必要である．例えば，講義途

中に∫ビデオ映像を見せたり，書画カメラで実物を提示したり，黒板（ホワイトボード）に板書したり，マルチ

メディアを駆使したダイナミックな授業展開が期待される．このような講義は，受講者にとっては魅力的な講
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義となり，学習に対する理解度と興味は益々深まると考えられる．しかしながら，実際にこれを実施しようと

すると，講師は，講義中に，いろいろな機器を操作しなければならない．これは講師にとっては大きな負担

である．この問題を解決するために，我々は，音声によって複数の機器を自動的に切換えることができる講

義支援システムを開発した．図V－1にシステムの概念を示す．　　　　　　　　　　　　　　　　・

図V－1システムの概念図 写真音声認識による遠隔講義操作支援システム

2，システム構成

本システムは，システムコントローラ，マルチシング映像セレクタ，音声認識エンジン・ソフトウエア

（Amivoice），制御用パソコン，ワイヤレスマイクから構成される．周辺機器として，書画カメラ，　VTR，外部ビ

デオカメラ，液晶モニタ，電子白板，スピーカ，ビデオ会議システムが必要である．写真に遠隔講義操作支援

システムの概観を示す．

3．システムの機能

　システムの動作は，マイクを通して講師が発話する「コマンド名」を音声認識エンジンが認識し，システム

コントローラに伝え，システムコントローラが複数の機器から該当の機器を一つだけ選択し，その情報を出力

する．講師が発話する場合，メディアの名称を一つだけ発話すると，その言葉が講義中に出てくる確率が高

くなり，意図しない「メディア切り替え」（誤選択）が発生する．

　これを避けるために，本システムでは，「それでは」＋「メディア名」というように2語を連続して発話する「2

語選択」方式により誤動作を防・でいる．通常の講義中に，この2つの用語が組み合わされて出（くる確率は極め

て低い．

4．まとめ

遠隔講義でも，通常の教室での対面講義でも，講師は魅力ある講義を展開しなければならない．ダイナミ

ックで魅力的な，分かりやすい講義を行うには，マルチメディアの利用は欠かせない．しかし，このために，

講師に機器操作のための負担をかけては講師は講義に専念できない．本システムは，講義中に容易に機

器の切り替えができ，講義に支障をきたさない．

VI．　IPネットワークによる同期・非同期統合環境の構築と実証実験

1，概要
　通信・放送機構（TAO）のJGN（Japan　Gigab辻Network）を利用してハイブリッド型遠隔教育システムを構築

し，その上に，バーチャルユニバーシティ（e－pro飴ssio副University）を構築した．そしてMBL（Model　Based

Learning）型の教育を実施した．

2．回線構成

JGNを利用したバーチャルユニバーシティの回線構成を図VI－1に示す．図VI－1に示すように大阪府立大

学，室蘭工業大学，東京のMELおよび大阪女子大学の4地点を高速IPネットワークで接続した．それぞれ
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の地点（サイト）とJGNのアクセスポイント間は光ファイバーによるアクセス回線で接続した．ルータはIPv6／

IPv4ルータ（NEC：IX5010）を使用した．伝送速度は，6Mbpsであるが，大阪府立大学はセンターとなるた

め，府大一阪大（JGN関西アクセスポイント）間は20Mbpsとした．

図VI－11Pネットワークの構成

3．e－Professional　Universh：yの構築

現状のe－Le㎜ingは，単にWebサーバ上

に教材をアップし，それを受講者がダウン

ロードして学習したり，電子メールやチャッ

ト機能で双方向性を確保するといったシス

テムが多い．』艨Xは，高速ネットワーク環

境を利用して高品質な双方向型遠隔講義

と個別対応型のe－Le㎜ingを統合化した

ハイブリッド型遠隔教育システムを構築し，

「経営マネジメント」が体験的に学習できる

教育を実践した（図VI－2）．

直闘凹 Aサニll》1。冨．．

灘／

　　　　　羅

嘔⊥】【偽繍・
　　Polycom　　　　　　ロ　　む

　　　　　　　西

漸謙禦1掻
』』・　i　　　　I　　　　　　　　　　　　l

ド　　　　　　　　　　　り　ロ

　Vc。，室蘭工大

　　　蟻

6
タ
　
…

脚
　
　
一

　
，
　
末
［

　　

@難

ロド　リ

ルータ繍新i…

1朕5010

　　6M

：鰍一R阪女子大縣

　　　　　蟻旨ルータ製…

2　　　　学生端末

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図VI－2

4．モデルコースの実践

経営マネジメントコースでは，経営シミュレーションにより実践的な教育が行われた．4サイトで仮想的な企

業10社を構成し，競争環境下で企業運営するというMBL型の教育である．仮想企業の業績評価は，経営

コンサルティング会社（（株）MEL）のエキスパートが行った．仮想企業とMEL審判団との関係を図VI－3に

示す．仮想企業の運営プロセスは次のように行われる．

　■　各仮想企業は，企業活動を行い，その過程で行われる意思決定結果を電子データでMEL（東京）に

　　　報告する．

　■　MELでは審判団が結果を評価し，その都度，評価結果を仮想企業にフィードバックする．

　■　MELから各祖こ対してビデオ会議システム（Po】ycom）により経営のアドバイスが適時行われる．

　■　各社はアドバイスを基に会社の運営を調整し，MELに報告する．

　このような繰り返しを行いながら，並行してMELの講師によるプレゼンテーションも行われる．各社からの

　発表も行われる．
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　　　　　　チーム間の情報交換

　判定結果

　　　　　　　グループディスカッショ
意思決定

図VI－3経営シミュレーションゲームのしくみ

　大阪府立大学，室蘭工業大学，東京のMELおよび大阪女子大学の4地点には，100インチの大型スクリ

ーンを2セット置き，サイトの映像を表示させ，もう一つには，ExcelやPowerPointデータが共有できるよう

にした．高速ネットワークを利用したため，各サイトでは距離を感じさせない「臨場感1のある講義が行われた．

講義内容はすべてVOD（Video　On　Demand）サーバに蓄積し，講義伺いつでもサーバにアクセスすれば復

習できるようにした．受講者は，社会人（NEC）と大阪府立大学，室蘭工業大学および大阪女子大学の学生

である．

5．まとめ

本研究により，「集合による遠隔講義＋個別対応のWBT＋VOD＋MBL（Model　Based：Leaming）」と

いういくつかの教育方法を組み合わせた統合環境での教育は極めて有効であることが実証できた．また，

ネットワークを利用した同期・非同期統合型のe－profbssional　Universityは，特に社会人に利便性が高い

ことも分かった．さらに，バーチャルユニバーシティは指導する側の産学のエキスパートも参加しやすい．高

速正Pネットワークを利用した産学連携授業はこれからの新しい教育手法として注目される．

　　　　　　　　　　r阻．ADSLによる社会人教育

一ADSLによる同期・非同期統合型遠隔教育システムの構築と実証実験一

1．概要
同期・非同期統合型遠隔教育システムを構築する場合，速度保証型のインターネットやベストエフォート

型のIPネットワークを利用する方法がある。本研究では，低コストで速度保証型のADSLを使って，同期・非

同期統合型遠隔教育システムを構築し，社会人を対象とした講義実験を行った．

2．機器構成

　大阪府立大学とりんくうゲートタワービルをADSL回線で結び，社会人対象の遠隔講義実験を行った．速

度は下り512kbpsの速度保証型ADSL回線を使い，府大側では簡易ビデオ会議端末Viavideoを利用した．

回線構成を図r皿一1に示す．

3．講義方法

講義は，府一側を講師サイトとし，りんくうゲートタワービル内の社会人に英語による講義を行った．講師は，

前香川短期大学教授スティーブ・マッカーティ先生にお願いした．
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4．実験の結果

遠隔講義は，講師の映像とPowerPointを同期させて伝送する方法で行った．実験の結果，低コストのビ

デオ端末とノートブックパソコンを使い，低コストのADSL回線によって実施したが，従来のISDN回線による

遠隔授業と変わらない講義品質が得られ，十分に実用化できることが確認された．

　大阪府立大学
総合精報センター

　　　　　　　　　　ゲートタワー
Business－ADSL1．5M
　　　　　　　　　　ビル

懇撫

図心一1ADSLによる遠隔講義実験の回線構成

　　　皿．rrを英語で学ぶ「English　for　rr」コースの実践的研究

一1SDNによる同期・非同期統合型遠隔教育システムの構築と実証実験一

1．概要
　オーストラリアのクイーンズ州立大学USQ（The　University　of　Southem　Queensland）と，　ITを直接，英語で

学ぶ「En帥sh　fbr　IT」コースを共同開発し，遠隔教育により実施した．コース開発は，　USQのDEC（Distance

Education　Center）と国際教育センターの協力を得て行った．

2．ハイブリッド型遠隔教育システムの構成

　回線構成は，図V皿一1に示すように，USQと大阪府立大学（総合清報センター3階），りんくうゲートタワービ

ル間をISDN回線（256Kbps）で結んで構成した．写真に示すように，教室には，100インチの大型スクリーン

を設置し，臨場感のある遠隔講義環境を構築した．

図皿一1回線構成 写真講義の様子
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　臨場感が学習の効果に大きな影響を及ぼすために，本研究では，100インチの大型スクリーン（写真）を

用い，これに相手側（USQとりんくうゲートタワービルの社会人教室）の映像を表示させ，臨場感が確保でき

るようにした．

また，e－Le㎜ingにより，インターネットを利用して受講者が好きな時間に，好きな場所で教材サーバにア

クセスし，教材をダウンロードして個別学習ができるようにした．さらに，本コースでは，ライブで行われる遠

隔講義はすべて総合盾報センター・田村研究室のVOD（Video　On　Demand）サーノくに蓄積し，受講者がい

つでも復習できるようにした．

3．「En部ish　for　IT」コースの実践

　コースの概要を表に示す．各モジュールには，リーディング，ライティングおよびヒアリングがあり，効果的

に学習ができるように工夫されている．モジュールの最後にはテストがあり，テスト終了後，次のモジュール

に進むようになっている，もちろん，この過程で講師に質問することもできる．そして，1週間に1回，ビデオ

会議システムにより，USQの教員の講義をライブで受講する．同期型遠隔教育では，単に講義を受講する

だけでなく，ビデオを見てロールプレイをしたり，受講者がPowerPoint資料を使ってプレゼンテーションを実

施した．「：Face　to　Face」の授業と変わらない迫力のある指導が行われた．遠隔講義では，ディスカッション

や「ケーススタディ」は特に効果的である．

Module Topics

Module　1

COMPUTING　FUNDAMENTALS
P．General　comp聞ting　te「ms

Q．Standards　and　organisations
R．Hardware＝PCs，　muItimedla，　graphics　and　peripherals．

S．Software＝sof㎞Fare　apPlications．

T．Database＝operating　systems，　data　and　i胸formation　input，　storage　and
窒?狽窒奄?魔≠戟D

Module　2
NETWORKING　FUNDAMEN幽「ALS
狽metwork　hardware　and　so髄ware．

Q．Security
R．New　technologiesl　LANS，　WANS　and　i耐egrated　technologies　including
唐≠狽?撃撃奄狽?@relayed．

ModUe　3

lNTERNEτ
P．htemet　teChnOlOgy　termS
Q．lnternet　acronyms＆lingo．
R．lnternet　apPlications＆Emai1．

Module　4

COMPUTERS　AND　THEWORKPLACE
P．Telecommunications：circuit　switched　servlces、equipment　and
垂窒盾魔奄р?窒刀Glocal　looP’access　network，　wireless＆mobile　networking

Q．Application　of　computer　support　in　a　variety　of　workplace　and　sociaI
唐奄狽浮≠狽奄盾獅刀D

R．ApPlication　packages＆communications・

表カリキュラムの内容

4．コースの実施結果

今回の実験では，いろいろな手法を組み合わせ，効果的な指導が行われた．たとえば，「WBTによる個別

学習＋ビデオ会議による遠隔講義＋ケーススタディ」、は極めて効果的であることが明うかになったコース終了

後，アンケート調査を実施したが，その結果は以下の通りである．

■　カリキュラムについて

カリキュラムの構成は「非常によい」と「良い」を合わせると，86％であり，ITを英語で学習することについ

ても，「非常によい」と「良い」を合わせると，100％になった．また，ITを英語で直接学習することについても

「良い」という意見が圧倒的に多く，好評であった．

■　学習方法について

WBTと遠隔講義システムによる方法は，「効果的」と応えた受講者が71％であるが，「あまり効果的でな

い」と応えた人も29％であった．今後，学習方法には何らかの改善が必要であることを示している．

■　WBT教材について
WBT教材の英語については71％の受講者が「分かりやすい」と応えている．また，内容についても71％
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の受講者が「充実している」と応えている

5．課題
同期・非同期統合型遠隔教育は効果的である．しかし，一方では，次のような課題もあることがわかった．

■　予習及び復習時間の不足

北米をはじめ海外の大学では，通常1科目について，週20時間程度の学習時間が課せられる．今回，受

講者にはこの時間を確保するのがかなり厳しかったようである．この時間を如何に確保するかが今後の大き

な課題である．

■　自宅での学習環境

一部の受講者は，個人的にPCを所有しておらず，自宅で自由に学習できないという問題もあった．また，

自宅にPCがあってもインターネットにアクセスできないなど，学習環境の問題も大きな課題である．

■　PCのOS環境
　今回開発した教材は，原則としてWindows環境で動くようになっており，それ以外のOS環境では対応で

きなかった．そのため，当初はかなり混乱した．学習環境も学習に大きく影響を与える．

■　受講者に対するフォロー

　今回の試行実験は新しいトライアルでもあり，受講者個人に対して，きめ細かな支援ができなかった．チ

ュー^を配置し，個人を支援する体制を整えれば更に効果はあがるであろう．

6．まとめ

　海外の大学と連携し，比較的低コストでできる遠隔教育システムを構築し，Enghsh偽r　ITコースの試行実

験を行った．要は「離れていること」，「距離があること」は教育において本質的な問題ではない．一般に

「Face　to　Face」の授業に比べて，遠隔教育は学習効果が低下する，といわれている．しかし，これは，「遠隔

教育」に問題があるのではなく，設備の不備とカリキュラムや教授法に問題があるために起こる問題である．

十分に研究された学習環境と，優れたカリキュラムや教材，それに優れた講師による教授法によって指導が

行われれば，伝統的な黒板による一斉授業よりは，はるかに付加価値の高い授業が展開できる．また，遠隔

教育は，人と人とのコミュニケーションを活性化させる効果もある．今回，受講者のうち，3名の学生がUSQ

を訪問して，1dayセミナーを受講し，　USQの副学長から直接，　Cer面cate（修了証）が授与された．

共同研究者
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